
大
露
五
年
凶
月
六
日
箪
三
種
郵
便
物
認
可
大
正
＋
一
年
九
星
三
五
ぽ
郎
騰
総
滋
藤
矧
一
里
日
言
行
）

第
九

潅
號
　
珊　　珊濃第三七第
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行三日一ざ月十年一十正大
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上
の
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劣
は
如
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て
可
能
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る
か
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…
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士
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ア
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ハ
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業
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概
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成
の
實
験
的
研
究
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卑
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世
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滋
論
（
完
結
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：
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丈
．
學
士
手
島
文
園

財
産
の
倫
理
的
性
質
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…
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…
…
・
：
丈
學
博
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藤
井
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治
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京
都
哲
四
周
規
則

第
門
條
　
本
會
チ
京
都
二
野
會
ト
構
ス

第
二
條
　
本
會
ハ
廣
義
二
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
其
普
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス

第
三
條
本
會
ハ
前
條
ノ
目
的
チ
逮
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
チ
行
フ

　
　
一
、
毎
月
｝
囲
研
究
曾
チ
聞
グ

　
　
矧
、
毎
年
春
秋
二
回
公
開
講
演
會
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
月
一
圓
雑
誌
『
哲
學
研
究
』
チ
擾
行
ス

第
四
條
　
本
會
事
務
班
チ
京
都
帝
國
大
學
丈
學
部
内
二
蹉
ク

第
『
條
　
本
會
ノ
…
畢
業
チ
経
醤
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
負
チ
叫
直
ク

　
　
一
、
場
長
（
若
干
名
）
京
都
帝
國
大
學
交
學
蔀
哲
學
科
敏
官
及
委
員
二
二

　
　
　
　
於
テ
推
．
薦
「
シ
タ
ル
藩
門
チ
以
テ
之
二
充
ソ

　
　
一
、
書
記
（
一
名
）
秀
員
會
二
於
テ
囑
託
ス

第
六
條
　
本
會
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
〃
者
ハ
何
人
ニ
チ
モ
會
員
タ
ル
コ
ト
チ
得

　
學
校
、
圓
書
館
、
敏
育
・
曾
、
其
他
ノ
園
竸
ハ
其
姻
燈
ノ
名
チ
以
テ
入
會
ス

　
ル
コ
チ
ト
得

第
七
條
　
會
員
ハ
會
費
ト
シ
テ
年
四
圓
四
捨
銭
、
葡
後
二
期
エ
分
チ
テ
前
納

　
ス
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

肝
入
條
　
曾
貝
ハ
本
曾
ノ
品
種
ノ
會
倉
二
繊
席
ス
ッ
コ
ト
チ
得
且
ソ
雑
誌
、

　
『
哲
學
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
〃

第
九
條
　
本
四
規
則
ノ
改
正
愛
更
ハ
委
員
會
ノ
決
議
二
依
ル

，

京
都
哲
學
會
役
員

委
員

書
記

丈
學
士

女
學
博
士

丈
學
博
士

親
臨
法

難
學
博
士

謹
選
博
士

丈
學
士

言
掛
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

交
學
博
士

丈
學
士

文
學
博
士
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本
の
牲
提
な
所
な
ご
も
眼
障
り
に
な
っ
て
、
　
こ
う
か
蓮
に
此
の
難
黙
の
匡
正

さ
れ
る
H
の
㎜
時
も
遽
か
に
來
ら
ん
こ
虚
な
庇
に
駈
っ
て
置
・
き
六
い
C
思
ふ

働
盛
軌
及
び
基
督
鍛
一
研
究
者
の
窮
め
に
切
に
一
讃
冷
お
鋤
め
す
る
。
（
完
理
髪
　
闘

東
京
麹
町
匿
肉
元
町
一
ノ
三
、
霊
光
祉
渡
行
）
1
（
手
島
丈
倉
）

　
　
　
　
原
始
佛
激
思
想
論
　
　
　
　
理
経
博
士
木
村
泰
賢
藩

　
原
始
佛
教
の
研
究
に
關
し
て
に
、
英
國
や
器
逸
そ
の
他
に
於
て
も
多
く
の

碩
學
定
諭
腫
の
研
究
獲
表
定
が
あ
ろ
が
、
否
、
暴
西
佛
数
學
者
の
大
牛
は
唯

佛
國
大
家
等
の
除
外
例
な
別
ビ
し
て
に
、
殆
ん
ご
皆
巴
利
聖
典
の
研
究
者
定

評
し
て
宜
い
位
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
惜
し
い
哉
彼
等
に
大
乗
佛
歌
に
善
し
て

配
り
多
く
の
当
言
た
持
っ
て
な
ら
ぬ
や
う
で
あ
る
一
f
鱗
ろ
持
ち
生
な
い
事

情
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
が
。
然
る
に
本
書
に
遮
の
鋏
黙
に
磁
心
存
置
い
て
、

『
特
に
大
桑
思
想
の
淵
源
に
注
意
し
て
』
定
襲
題
し
て
原
始
佛
敏
思
想
の
一
般

な
論
究
ぜ
ん
ミ
し
☆
の
で
、
本
書
の
特
色
ほ
全
く
此
の
黙
に
な
く
て
に
な
ら

ぬ
ビ
思
に
し
め
る
O
然
し
斯
う
期
待
し
て
大
粟
思
想
の
興
起
ミ
原
始
佛
敦
ビ

の
脹
絡
が
十
分
關
明
さ
れ
ろ
こ
ぜ
で
あ
ら
う
ぜ
藻
慌
し
て
謹
み
か
㌧
つ
て
に

な
ら
な
い
。
夫
れ
に
如
何
に
大
桑
佛
教
の
空
玉
中
に
士
一
3
つ
☆
吾
人
虐
錐
も
、

甚
だ
し
い
猫
断
ぜ
臆
説
亡
空
想
定
為
張
り
撤
く
に
非
れ
ば
到
底
菓
み
難
い
ほ

こ
資
料
に
於
て
鋏
乏
し
て
る
ろ
か
ら
で
あ
ス
O
先
づ
本
書
に
蓮
ぶ
る
位
の
班

が
實
際
の
丈
献
に
根
隷
を
持
つ
象
立
論
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
吾
人
ほ

署
者
が
資
斜
た
惜
し
ら
ゴ
す
今
少
し
く
葱
傑
二
葉
う
し
索
思
想
渡
展
論
た
談
ま

し
て
呉
れ
る
で
あ
ら
う
こ
定
な
期
待
し
て
ゐ
六
潜
の
一
人
で
あ
っ
糞
。

　
本
書
に
三
篇
よ
り
成
q
、
第
一
顧
た
大
綱
論
書
し
て
原
始
佛
な
点
景
の
靴

箆
な
説
明
し
、
傍
ら
佛
敷
々
理
の
絹
格
存
概
示
ぜ
ら
れ
、
第
二
篇
ば
事
實
的

新
著
　
紹
　
介

世
界
凝
の
題
下
に
瞥
集
二
諦
た
設
明
ぜ
ら
れ
、
更
に
第
三
篇
に
入
っ
て
理
想

定
そ
の
實
現
の
題
下
に
滅
汽
缶
諦
を
説
か
れ
て
み
る
。
両
し
て
二
躍
者
の
率

直
宣
感
幾
重
記
す
定
三
篇
申
最
も
凱
明
に
観
て
巧
み
潜
極
め
六
も
の
に
第
二

篇
で
あ
り
、
砲
典
6
1
携
に
戊
功
ぜ
ら
れ
糞
の
ば
策
三
篇
で
あ
り
、
第
一
篇
ぱ

輩
な
ろ
序
論
ミ
し
て
蝕
り
に
露
量
で
な
い
や
う
な
、
今
少
し
擁
軍
に
往
け
・
κ
、

う
な
感
が
あ
っ
負
や
う
で
あ
み
」
兎
も
あ
れ
著
者
が
海
外
族
行
の
途
上
、
敢
て

常
人
の
企
て
得
ざ
ろ
大
勢
作
な
期
う
ま
で
シ
ス
テ
、
マ
テ
イ
ン
ク
に
紹
み
め

げ
ら
れ
糞
努
力
に
欝
し
て
ば
、
　
吾
人
ほ
心
か
ら
驚
嘆
ビ
感
謝
の
念
ミ
な
禁
ず

ろ
こ
ビ
が
嵩
來
ま
い
オ
思
ふ
Q
　
そ
れ
感
量
詑
永
フ
マ
ン
の
三
門
ほ
こ
数
蝋
に
於

て
に
星
り
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
原
始
回
数
の
思
想
為
論
究
し
穴
黙
で
ぼ

遙
か
に
泰
西
學
看
の
及
ば
な
い
所
が
あ
ら
う
定
信
す
る
。
阿
鼻
艇
磨
佛
敏
の

歯
來
諸
悪
や
引
い
て
印
度
佛
毅
吏
一
般
の
研
究
が
、
一
日
も
漣
や
か
に
同
じ

著
者
の
手
か
ら
獲
褒
さ
れ
ん
こ
ビ
た
今
か
ら
稽
折
り
鍛
へ
て
待
っ
て
る
穴
い

ぜ
思
ふ
。
署
者
に
重
ね
て
努
力
な
満
墓
し
斎
い
所
で
あ
る
。
弼
し
て
我
邦
の

一
般
佛
敷
徒
言
に
荷
も
寺
院
の
生
活
為
す
る
ほ
こ
の
大
徳
方
に
、
少
獄
く
も

本
書
為
一
読
了
誠
し
て
粥
・
き
ざ
る
興
昧
三
豊
ゆ
う
や
う
に
な
ら
れ
ん
こ
ビ
な

切
に
一
新
ろ
次
第
で
あ
ろ
。
（
定
綴
四
面
、
東
京
丙
午
娼
版
謎
糞
行
）
ー
ハ
手

島
．
下
女
）

寄
贈
書
籍
雑
誌

　
書
下
維
誌
、
丁
酉
倫
珊
講
演
集
．
心
理
研
究
、
玉
藍
哲
學
、
日
露
公
論
、

敏
育
研
究
、
内
外
敏
育
評
論
、
學
校
敏
育
、
歎
訣
一
9
學
徳
界
、
数
育
時
論
、
教

育
界
、
精
血
蓮
動
、
國
際
聯
盟
文
化
運
動
、
薬
王
緻
、
三
田
丈
學
。

九
五
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學
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田
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會出
口

一
、
本
會
へ
入
門
魚
蝋
ノ
方
同
量
豆
本
・
曾
宛
テ
ニ
規
定
ノ
會
費
（
前

　
」
照
門
裏
層
ア
リ
）
御
納
付
ノ
上
御
串
込
三
下
度
候

一
、
會
員
ニ
シ
テ
繍
瀞
崖
旧
ノ
舘
岬
ハ
感
臨
チ
ニ
置
ハ
b
日
御
報
知
被
下
国
｛
候

一
、
會
鍵
ハ
振
替
ロ
座
大
阪
謬
〇
六
六
塾
番
，
京
都
暫
學
會
宛
テ
ニ

　
御
梯
込
被
下
度
三

一
、
本
誌
ノ
編
鞍
二
流
ス
ル
通
信
及
紹
介
・
一
重
讐
・
寄
贈
雑
誌
等
ハ

　
凡
テ
本
曾
宛
テ
ニ
御
嚢
蓬
被
下
山
燦
候

　　

@　

@　

@　

ﾅ
螺
鰹
静
京
都
哲
學
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
盤
〇
六
六
丁
番

　　　晒　　h．．一　晒し　N

註文規定三三

、
◎

◎◎◎◎

會
員
こ
あ
ち
ざ
る
講
譲
巻
の
御
註
文
及
び
慶
告
に
關
す
る
件
に

内
外
出
版
糠
式
會
融
へ
御
申
込
下
さ
れ
野
上

本
誌
の
働
註
丈
に
す
べ
て
代
金
郵
税
共
前
金
に
て
西
湘
り
下
さ

る
．
へ
く
盤

振
替
貯
金
に
て
御
逡
金
ほ
（
振
替
大
阪
哺
二
二
九
五
五
番
哺
昌
九
三

一
番
東
京
三
九
三
口
番
）
内
外
隔
月
株
式
會
趾
宛
に
願
上
候

前
金
切
れ
の
場
合
ほ
同
封
に
「
葡
金
切
」
の
印
章
押
捺
致
す
べ
き

に
付
薩
に
御
巨
石
下
さ
れ
度
候

特
に
舗
求
書
及
頓
牧
転
転
な
要
す
る
削
合
に
郵
券
謬
鐘
椥
迭
付

下
さ
れ
度
盤

溺一六

薮
鵡
　
定

三
一
金
　
四

　
　
　
　
紐
（
前
金
と
金
扇
圓
四
姶
銭
「
不

十
　
二
　
加
（
前
金
）
「
金
四
脚
八
拾
鍵
「
不

　
　
贋
　
7
郵
　
　
　
，
　
険

捨
　
鐘
「
金
　
　
壷
　
　
鐘

　
　
　
　
　
　
　
申
，
」
、

　
　
　
　
　
　
　
申
　
　
　
受

廣
告
瞬
7

憎
頁
　
　
金
峯
嘉
例

孚
頁
ハ
坂
扱
不
出

大
正
十
一
年
九
月
越
五
日
印
捌
納
本

大
正
十
日
年
十
月
一
日
嚢
　
　
布

製複許不

興鯨禁

　　

@
第
七
十
入
號
三
三
蜷

　
　
　
　
京
都
帝
國
大
竹
文
學
部
内

編
医
者
　
　
京
都
哲
學
會

右
代
表
者
　
寳
巖
方
夫

獲
行
者

印
捌
者

印
建
玉

襲
行
所
酷
瀾
響
離

誓舞

詠手国難手

本
　
髄

出
張
所

販
費
所

、
、
圃

京
都
市
下
京
瞳
西
洞
院
通
津
條
南

東
京
市
京
檎
匿
煎
買
町
十
番
地

東
京
市
墨
田
匿
錦
町
一
ノ
　
一

（
東
京
）

　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

．
壷
捌
所
、
（
野
戦
）

　
　
　
　
　
（
醜
．
戸
）

　
　
　
　
　
（
京
都
》
、

内
外
出
版
嚢
白

岡寳盛上東

盛文文田三

野腰越屋堂
　“L・・

大川三至日
盛響燭海

露店肚堂堂

北
隆
館



忽

　
世
界
の
総
諮
史
に
は
，
相
封
立
す
る
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
。
一
は
西
洋
の
檜
謁

で
あ
っ
・
て
、
他
は
支
那
の
檜
謡
で
あ
る
。
日
本
の
総
攻
は
此
の
本
流
か
ら
流
れ

出
た
一
の
傍
流
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
此
の
吾
が
．
美
術
の
根
幹
と
も
謂
ふ
べ
き

支
那
の
縮
謁
に
以
て
は
從
來
一
冊
の
手
引
も
な
か
っ
た
。
、
．
此
の
訣
陥
を
充
す
も

の
は
部
ち
本
書
の
出
現
で
あ
る
。
本
書
は
支
那
謁
入
門
の
書
で
あ
る
ご
共
に
、

文
七
謁
ば
如
何
に
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ご
謂
ふ
鑑
賞
其
の
物
に
就
て
の

手
引
で
あ
る
。
隷
ロ
タ
イ
プ
の
圖
版
数
＋
葉
ば
悉
く
各
時
代
の
代
表
的
大
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